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井出 智子先生（眼科）

　今回は正しい点眼方法についてご説明いたします。
正しい点眼方法とは、
①目薬を使う前に、手をよく洗いましょう。
②下まぶたを引いて、目薬の容器の先がまつ毛や目に触れ
ないようにしながら１～２滴点眼しましょう。きちんと
入れば 1滴で十分です。

③目薬が目に入ったら、１～５分そのまま静かに目を閉じていましょう・点眼後のま
ばたきは、目薬を目の外に押し流してしまい逆効果です。点眼後に、目頭を指で押
さえるのもよいでしょう。
④2 種類以上の目薬をさすときは、２剤目の目薬を、最初の目薬か
ら 5 分以上空けて使うようにしましょう。待たずに点眼してし
まうと、1剤目の目薬が押し流されてしまいます。
⑤最後に、目薬でぬれた目をやさしくティッシュで拭きましょう。
目を拭くときに、アルコール入りの除菌シートを「使わない」
ようにしましょう。コロナをきっかけに、清潔への意識が高まったことは素晴らし
いと思います。ですが、除菌シートに含まれるアルコール成分は、目にとって害に
なります。ハンカチやタオルも雑菌の住処になることがあります。新しいティッシュ
あるいは、目専用のぬれた綿を使って優しく目のまわりをぬぐいましょう。そして、
一度使用したティッシュや綿は不潔ですので、もったいなくても捨てましょう。
　正しい点眼方法で、目薬を無駄なく安全にお使いください。
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大町調剤薬局
〒996-0023  山形県新庄市沖の町3-3
TEL.0233-28-7235  FAX.0233-28-7868
JR新庄駅前すぐの薬局です。
アクセスが良く、周りは飲食できる
ところがたくさんあります。
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